
関西学院大学 難民映画フェスティバル

関西学院大学人権教育研究室主催

難民映画祭パートナーズ

予告編：
https://www.yo
utube.com/wat
ch?v=E_udRKU
1AO4

永遠の故郷ウクライナを逃れて

（原題：In the Rearview ）

アフガニスタンの大ヒット番組「アフガ
ン・スター」は、アイドル風の歌のコン
テストで、13 シーズン連続で、女性の
優勝者が出たことはなかった。アフガニ
スタンのポップスターで活動家のアリア
ナ・サイードが、若手女性歌手ゼフラ・
エルハムとサディカ・マダドガルを指導
し、女性の権利と女性の社会貢献の価値
について、国民的議論を後押しする。衣
装の選択や歌の歌詞で殺害予告をされな
がらも、女性出場者たちは前進していく。
しかし、アリアナが全国規模の大規模な
ポップコンサートを計画しているとき、
突然タリバンが政権に復帰し、女性のた
めの 20 年の進歩が逆転してしまう。

サウンドトラック・ケルン：
2023 年最優秀音楽ドキュメンタリー賞
ナッシュビル映画祭：
2022 年最優秀音楽ドキュメンタリー賞

監督：Maciek Hamela／ポーランド、フランス、ウクライナ／2023年／
84分／ドキュメンタリー

学生・一般

《お問い合わせ先》 関西学院大学 人権教育研究室 (human-rights@kwansei.ac.jp) 《後援》国連UNHCR協会

◆当日、録画・録音はお控えください。

◆車イスでご来場の方は、お席の配慮等をいたしますので、

事前にご連絡ください。

無料・事前申込不要

注意事項

申込詳細

対 象

開催場所
・日時

・2025年11月28日（金）13:20～15:00 上ケ原キャンパス G号館101

・2025年12月 5日（金）15:20～17:00 神戸三田キャンパス Ⅱ号館102

◆公共交通機関でお越しください。
お車でのご来場はご遠慮ください。

予告編

戦争によって故郷を離れ、ポーランドに
向けて車で避難するウクライナの人々の
姿を描くマチェク・ハメラ監督によるド
キュメンタリー映画。年齢、性別、出身
地の異なる様々な立場の人々が、戦争が
始まってからの自分の物語や思いを車中
で語る。

https://www.youtube.com/watch?v=E_udRKU1AO4
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